
（1）　改装第53号　2011年11月 改装第53号　2011年11月　（4）

人と暮らし
環境に優しい
福祉社会の実現

発　行　福井県労働者福祉協議会
　　　　福井市問屋町1丁目35番地
電　話　0776－21－5929
編　集　機関紙編集委員会
発行人　𠮷田哲夫

2011年11月15日発行
改装第53号

　
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
福
井（
県
補
助
事
業
）は
本

年
８
月
で
開
設
５
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
多
重
債
務

問
題
、労
働
問
題
、そ
の
他
く

ら
し
に
関
わ
る
法
律
問
題
な

ど
、
暮
ら
し
の
上
で
の
困
り

事
の
相
談
は
１
，８
５
１
件
に

達
し
ま
し
た
。暮
ら
し
の
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
県

民
に
認
知
を
い
た
だ
い
て
い

る
と
思
い
ま
す
。よ
り
一
層

の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
．
く
ら
し
の
相
談
事
業

　
に
対
す
る
充
実
支
援
の

　
お
願
い

２
．
広
報
掲
載
の
お
願
い

３
．
消
費
者
行
政
相
談
体

　
制
の
充
実
強
化

４
．
制
度
融
資
「
勤
労
者

　
生
活
安
定
資
金
」
の
周

　
知
願
い

６
．
多
重
債
務
者
対
策
に

　
係
る
情
報
交
換
並
び
に

　
連
携
の
お
願
い

５
．
福
井
県
勤
労
者
住
宅

　
利
子
補
給
制
度
の
安
定

　
的
な
継
続
願
い

７
．「
ぼ
う
さ
い
カ
フ
ェ
」

　
に
対
す
る
協
力
の
お
願
い

　
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
福
井
（
県
補
助
事
業
）
並

び
に
、
労
使
相
談
セ
ン
タ
ー

（
県
受
託
事
業
）
を
、
県
民

の
暮
ら
し
の
相
談
窓
口
と
し

て
、
県
広
報
誌
等
に
掲
載
し

て
下
さ
る
こ
と
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
悪
質
商
法
に
つ
い
て
は
、

研
修
会
な
ど
を
開
催
し
な
が

ら
注
意
喚
起
を
し
て
い
ま
す

が
繰
り
返
し
発
生
し
て
い
ま

す
。
消
費
者
行
政
・
相
談
体

制
の
一
層
の
充
実
と
各
市
町

へ
の
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
勤
労
者
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
資

金
融
資
制
度
は
、「
勤
労
者

生
活
安
定
資
金
制
度
」
と
し

て
昭
和
53
年
の
制
度
発
足
以

来
、延
べ
約
８
万
１
，９
０
０

人
・
７
８
７
億
88
万
円
（
平

成
23
年
３
月
末
）
の
勤
労
者

の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
よ
り
は
、
印

鑑
証
明
書
を
徴
求
不
要
と
し

平
成
24
年
度
の
福
井
県
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
10
月
27
日
、
労
福
協
馬
場
会
長
は

西
川
知
事
に
対
し
、諸
制
度
の
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
（
福
井
県
庁
会
議
室
に
て
、

写
真
参
照
）。
続
い
て
、
労
働
関
係
各
事
業
団
体
代

表
者
が
事
業
現
況
と
課
題
等
の
報
告
と
と
も
に
要

望
書
に
基
づ
く
説
明
を
行
い
、
県
と
の
意
見
交
換

会
を
行
っ
た
。
知
事
は
、
労
働
者
福
祉
に
対
す
る

理
解
を
示
す
と
と
も
に
、
県
と
し
て
労
働
環
境
の

改
善
策
と
し
て
、
支
援
・
助
成
制
度
や
就
活
な
ど

の
対
策
を
進
め
て
い
る
。
今
後
も
労
働
行
政
の
一

環
と
し
て
、
福
祉
事
業
団
体
の
事
業
支
援
等
に
つ

い
て
継
続
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
の
考
え
を
示

さ
れ
ま
し
た
。

知
事
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催―

労
働
関
係
事
業
団
体

各
事
業
の
支
援
や
制
度
継
続
な
ど

７
項
目
の
「
要
望
書
」
を
県
に
提
出

て
頂
き
、
必
要
書
類
の
簡
素

化
が
図
ら
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
利
用
件
数
は
増
加
し
て

お
り
ま
す
。
来
年
度
も
現
行

制
度
（
預
託
金
方
式
）
を
継

続
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ

れ
ら
制
度
内
容
に
つ
い
て
幅

広
く
県
民
に
周
知
す
べ
く
広

報
誌
等
に
掲
載
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
福
井
県
勤
労
者
住
宅
利
子

補
給
制
度
は
、
平
成
16
年
度

の
制
度
改
訂
に
よ
り
県
内
勤

労
者
平
均
所
得
以
下
の
勤
労

者
へ
の
住
宅
利
子
負
担
に
対

す
る
補
助
と
な
り
ま
し
た

が
、
平
成
23
年
３
月
末
実
績

は
件
数
が
１
９
７
件
、
金
額

で
７
億
８
，３
８
４
万
円
と
な

っ
て
お
り
、
勤
労
者
住
宅
取

得
の
支
援
制
度
と
し
て
支
持

さ
れ
、
活
用
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
つ
き
ま
し
て
は
、是
非
、

来
年
度
も
制
度
の
継
続
を
引

続
き
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
内
閣
に
設
け
ら
れ
た
「
多

重
債
務
者
対
策
本
部
」で
は
、

平
成
19
年
度
（
全
国
一
斉
多

重
債
務
者
相
談
ウ
ィ
ー
ク
）、

平
成
20
，21
年
度
（
多
重
債

務
者
相
談
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
）
に
引
続
き
、
平
成
22
年

度
も
９
月
１
日
〜
12
月
31

日
の
期
間
に
「
多
重
債
務
者

相
談
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

２
０
１
０
」
が
実
施
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
間
、
会
員
と
連
携
し

な
が
ら
セ
ミ
ナ
ー
等
に
よ
る

予
防
・
啓
発
活
動
の
展
開
と

相
談
活
動
、
労
福
協
主
催
の

「
く
ら
し
な
ん
で
も
相
談
会
」

と
の
連
携
並
び
に
弁
護
士
・

司
法
書
士
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
、
労
福
協
と
の
連

携
に
よ
る
「
高
金
利
か
ら
の

借
り
換
え
運
動
」
の
取
組
み

な
ど
可
能
な
対
応
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　
貸
金
業
法
は
平
成
22
年
６

月
18
日
に
、
総
量
規
制
な
ど

重
要
な
部
分
を
含
む
す
べ
て

の
規
定
が
施
行
さ
れ
ま
し
た

が
、
抜
本
的
に
多
重
債
務
問

題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
、

県
所
管
の
「
福
井
県
多
重
債

務
者
対
策
協
議
会
」
と
の
情

報
交
換
並
び
に
連
携
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
全
国
的
に
多
発
す
る
自
然

災
害
の
被
害
か
ら
、
組
合
員

と
そ
の
家
族
の
安
全
を
確
保

し
、
万
一
災
害
に
あ
っ
た
と

し
て
も
「
生
活
再
建
」
が
で

き
る
よ
う
経
済
的
な
備
え

（
保
障
の
準
備
）
を
お
こ
な

う
こ
と
を
目
的
に
「
住
ま
い

の
暮
ら
し
防
災
・
保
障
点
検

運
動
」
を
展
開
し
て
い
る
と

こ
こ
ろ
で
す
。

　
全
労
済
と
し
て
、
社
会
貢

献
の
一
環
と
し
て
、
生
活
者

の
防
災
・
減
災
意
識
の
向
上

を
は
か
る
た
め
に
「
ぼ
う
さ

い
カ
フ
ェ
」（
内
閣
府
防
災

知
識
モ
デ
ル
事
業
）
を
開
催

い
た
し
ま
す
の
で
、
福
井
県

の
後
援
等
の
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
９
月
22
日
（
木
）
午
前
10
時
よ
り
、
ユ
ニ
オ
ン
プ
ラ
ザ
福
井

に
お
い
て
、
最
近
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル｢

悪
質
商
法
に
つ
い
て｣

を
テ
ー
マ
に
、
県
消
費
者
セ
ン
タ
ー
相
談
員
で
も
あ
る
坪
川
和

子
講
師
に
よ
る
講
演
を
開
催
し
ま
し
た
。

（
退
職
者
団
体
連
合
の
会
員
90
名
参
加
）

　
講
演
で
、
県
消
費
者
セ
ン
タ
ー
の
相
談
件
数
は
減
少
し
て
い

る
が
、
内
容
は
複
雑
化
・
高
度

化
し
、
１
件
あ
た
り
に
要
す
る

対
応
回
数
は
年
々
増
加
し
て
い

る
。
増
加
し
て
い
る
相
談
は
、

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
に
か

か
る
相
談
や
最
近
特
に
多
い
ワ

ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
ト
ラ
ブ
ル

（
ア
ダ
ル
ト
サ
ン
プ
ル
動
画
〜

登
録
完
了
） 

②
高
齢
世
代
を
中

心
に
激
増
し
た
金
融
商
品
ト
ラ

ブ
ル 

③
結
婚
相
手
紹
介
サ
ー
ビ

ス 

④
屋
根
・
壁
の
リ
フ
ォ
ー
ム
等
の
訪
問
販
売
な
ど
で
あ
る
。

そ
の
他
の
悪
質
商
法
は
、
未
だ
に
多
い
「
振
り
込
め
詐
欺
」
だ

け
で
な
く
、｢

点
検
・
開
運
・
Ｓ
Ｆ
（
催
眠
）
・
利
殖
・
送
り

付
け｣

な
ど
の
商
法
が
あ
り
、
海
外
宝
く
じ
当
選
、
狙
い
撃
ち

勧
誘
の
相
談
も
少
な
く
な
い
。
手
口
は
言
葉
巧
み
で
知
能
化(

巧
妙
化)

し
て
き
て
い
る
の
で
、
被
害
者
は
若
年
者
や
主
婦
・

高
齢
者
だ
け
で
な
く
誰
で
も
騙
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
騙
さ

れ
な
い
と
思
っ
て
い
る
人
ほ
ど
’特
に
注
意
し
て
下
さ
い
‘
と

い
う
内
容
で
し
た
。
講
演
の
あ
と
北
陸
労
働
金
庫
、
全
労
済
福

井
県
本
部
、
ユ
ニ
オ
ン
ト
ラ
ベ
ル
福
井
の
３
福
祉
事
業
団
体
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
況
報
告
並
び
に
今
後
の
ご
利
用
の
要
請
を

行
い
研
修
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　○ 

福
井
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
連
絡
先

　
　
　
・
福
井
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　(

０
７
７
６) 

２
２-

１
１
０
２

　
　
　
・
福
井
県
嶺
南
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　(

０
７
７
０) 

５
２-

７
８
３
０

　
　
　
・
９
時
〜
17
時
　
土
・
日
曜
日
も
相
談
可
（
祝
日
休
み
）

知事へ要望書提出

平
成
24
年
度
の
予
算
編
成
期
に
か
か
る
諸
制
度
へ
の
要
望
書（
抜
粋
）

県
消
費
者
セ
ン
タ
ー
講
師 
坪
川
和
子
氏
が
講
演

２
０
１
１
年
度

　
福
井
県
退
職
者
団
体
連
合｢

研
修
会｣

｢

悪
質
商
法｣
に
注
意
を
！
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　全労済福井県本部では、10月13日（木）および14日（金）の午後6時30分から、それぞれ福井県国際交流会館〔嶺北会場〕および

プラザ萬象〔嶺南会場〕にて「住まいと暮らしの防災・保障点検運動」説明会を開催しました。

　今回の説明会は、経営委員および各地区推進委員会幹事選出団体役員を対象に開催し、27団体38名（嶺北会場:20団体29名、嶺南

会場:7団体9名）の方々に参加していただきました。

　今年３月に発生した東日本大震災が甚大な被害をもたらしたことによって、組合員の生命や安全確保を最優先する防災・減災の

必要性が再認識されています。その中で、「住まいと暮らしの防災・保障点検運動」は、「防災・減災｣と「住宅・家財・地震保障

の利用促進」を展開し、組合員・生活者の生活に貢献していく運動としての取り組みの徹底により、全労済の労働者共済運動の更

なる深化と「住まいの保障分野」の加入拡大をはかっていくものです。

　この説明会を契機に、各協力団体へは具体的な取り組み提案をいたしますので、今後とも全労済に対するご理解とご協力をよろ

しくお願いします。

「住まいと暮らしの防災・保障点検運動」説明会を開催

　2011年度「中部労福協研究集会」は10月20日（木）～21日（金）、京都市において開催され、労福協中部ブロック（12府県）の福祉事業各
団体等から52名の参加がありました。（講演3部構成）
　初日の<講演Ⅰ>生活保護全国会議代表幹事(弁護士) 尾藤廣喜氏による「生活保護『改革』こ
こが問題だ！」では、｢生活保護受給者の中には、非正規労働者の増加と景気の悪化などが主
な原因で、再就職したくても出来ない人達がいる。現在、保護制度の見直しに向けた厚労省と
地方自治体の協議の中で、稼動可能層（働ける人）には就労支援施策の充実が議論になってい
るが、期限付き支援プログラム（有期保護に繋がる）や医療扶助の一時自己負担導入など、給
付抑制に主眼が置かれている。財政対策重視の排除の論理ではなく、生活実態や就労の権利保
障を主軸においた制度の改革こそが必要ではないか｣と提起されていました。
　<講演Ⅱ>では、NPO法人京都歴史地理同考会理事長 中村武生氏の｢京の歴史を掘り起こす｣
をテーマに、聚楽城周辺・連なる屋敷等について講じていただきました。翌日は<講演Ⅲ>同志
社大学経済学部教授 山森亮氏から ｢ベーシック・インカムとは～その思想と論点｣というテーマで ｢ベーシック・インカムとは、全ての個人
を対象に、生活に足りるだろう所得を無条件で給付するという考え方である。その思想と論点｣　について詳しく講演を行っていただき、研
究集会を終了しました。

中部労福協研究集会

2011 年度 中部労福協研究集会　― 報 告 ―

第61回 福井県勤労者美術展（9月29日～10月2日）

感性あふれ表現力豊かな力作がズラリ！感性あふれ表現力豊かな力作がズラリ！
（主催：福井県労働者福祉基金協会・福井県・福井県労働者福祉協議会）

　
今
年
も 

「
あ
な
た
が
創
る
あ
な
た
の
世
界
を
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
福
井
県
立
美
術
館
に
於
い
て
平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
九

日
（
木
）〜
十
月
二
日
（
日
）
ま
で
の
四
日
間
の
日
程
で
福
井
県
勤
労
者
美
術
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
作
品
は
絵
画
・
書
道
・
写
真
の
三
部
門
で
、
総
数
二
八
四
点
。（
絵
画
の
部
一
一
七
点
、
書
道
の
部
七
四
点
、
写
真
の
部
九
三

点
）。
出
展
作
品
は
、
各
部
門
特
有
の
ス
タ
イ
ル
で
感
性
あ
ふ
れ
る
多
彩
な
表
現
を
織
り
成
す
作
品
ば
か
り
で
、
鑑
賞
に
訪
れ

る
人
達
は
、
一
つ
ひ
と
つ
の
作
品
に
魅
了
し
て
い
ま
し
た
（
四
日
間
の
入
場
者
数
一
〇
〇
二
名
）。
最
終
日
の
十
月
二
日
は
、

厚
生
労
働
大
臣
賞
を
は
じ
め
と
す
る
各
賞
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
部
門
の
講
評
（
厚
生
労
働
大
臣
賞
含
む
）
は
次
の
通

り
で
す
。

各
部
門
の
講
評

〔
絵
画
の
部
〕

　
油
彩
・
水
彩
・
岩
絵
の
具
・
墨
・
ア
ク
リ

ル
・
パ
ス
テ
ル
・
鉛
筆
・
紙
等
の
表
現
材

料
・
技
法
で
個
性
が
表
現
さ
れ
て
い
た
。
特

に
人
物
や
風
景
を
用
い
た
作
品
が
多
く
あ
り
、

爽
や
か
な
作
品
、
心
温
ま
る
作
品
、
ユ
ー
モ

ア
の
あ
る
作
品
、
重
厚
な
作
品
等
、
出
品
者

の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
取
り
組
み
苦
労
し
感
性

豊
か
な
作
品
が
表
出
さ
れ
て
い
た
。

◎
厚
生
労
働
大
臣
賞
（
絵
画
）

　
若
い
女
性
の
何
気
な
い
仕
草
を
、
合
せ
鏡

み
た
い
な
配
置
で
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

紫
・
青
・
緑
・
茶
色
で
巧
み
に
色
面
分
割
し

た
表
出
が
現
代
的
で
洒
落
て
い
ま
す
。
二
つ

の
影
の
色
違
い
が
心
憎
く
見
る
人
の
心
を
引

き
付
け
る
佳
作
で
す
。

〔
書
道
の
部
〕

　
本
年
は
大
作
化
が
す
す
み
、
創
作
へ
の
親

し
み
に
い
そ
し
む
方
と
’書
‘
を
す
る
こ
と

を
楽
し
む
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
を
耕
し

て
お
ら
れ
る
よ
う
に
思
え
、
大
変
好
感
が
も

て
ま
し
た
。
コ
ツ
コ
ツ
と
刻
し
た
印
も
存
在

感
が
あ
り
、
充
実
し
た
臨
書
作
品
も
出
品
さ

れ
て
、
数
文
字
を
心
静
か
に
丁
寧
に
線
を
引

か
れ
た
も
の
も
あ
り
、
フ
ッ
と｢

茶
湯
一
碗
、

逍
遥
亦
也｣

〈
空
海
『
性
雲
集
』
〉
の
句
が

浮
か
ん
で
き
た
こ
と
で
し
た
。
勤
労
の
合
い

間
に
、
茶
碗
で
お
茶
を
の
み
、
宇
宙
を
逍
遥

し
、
ま
た
忙
し
さ
の
中
へ
飛
び
込
ん
で
い
け

る
心
の
ゆ
と
り
と
同
じ
一
時
を
も
っ
て
、
毎

日
毎
日
が
ん
ば
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
か
。

◎
厚
生
労
働
大
臣
賞
（
書
道
）

　
気
力
を
引
き
し
め
て
、
一
本
一
本
丁
寧
に

線
を
引
き
奏
で
、
調
和
よ
ろ
し
く
ま
と
め
て

終
始
一
貫
ゆ
る
ぎ
な
い
。
敬
意
を
表
し
ま
す
。

〔
写
真
の
部
〕

　
応
募
作
品
に
囲
ま
れ
る
と
、
ど
の
作
品
も

被
写
体
へ
の
鋭
い
視
線
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
構
図
の
決
定
の
判
断
が
素
晴
ら
し
く
、

充
実
し
た
美
術
展
に
な
り
ま
し
た
。
最
近
は
、

ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
が
諸
事
情
で

難
し
く
な
っ
た
中
で
、
自
然
、
風

景
の
中
か
ら
視
点
の
お
も
し
ろ
さ
を
追
求
し

た
作
品
が
多
く
、
ま
た
女
性
の
応
募
は
回
を

追
う
ご
と
増
え
て
い
ま
す
。
た
だ
気
に
な
る

の
は
デ
ジ
タ
ル
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
頼
り
す
ぎ

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
傾
向
も
み
え
ま
す
。

次
も
期
待
し
ま
す
。

◎
厚
生
労
働
大
臣
賞
（
写
真
）

　
タ
テ
か
ヨ
コ
位
置
か
一
瞬
、
見
方
を
考
え

さ
せ
ら
れ
る
作
品
。
子
供
は
こ
ん
な
所
で
も

平
気
で
本
を
読
む
と
い
う
こ
と
に
加
え
、
見

る
側
を
納
得
さ
せ
る
視
界
の
面
白
さ
が
あ
り

ま
す
。
右
側
を
大
き
く
入
れ
た
構
図
も
申
し

分
な
い
、
ス
ナ
ッ
プ
の
秀
作
。

【絵画の部】　厚生労働大臣賞
　「万華鏡｣　清水　明 氏

【
書
道
の
部
】　
厚
生
労
働
大
臣
賞
　

　「
白
居
易
詩
二
首
」　
伊
原 

龍
苑 

氏

【写真の部】　厚生労働大臣賞
　「読書」　高木 美栄子 氏

全労済

会 場 風 景


